
 

 

こ成母第 168 号 

令和６年４月５日 

 

各 都道府県知事 殿 

 

こども家庭庁成育局長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

「旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対する一時金の支給等 

に関する法律の一部を改正する法律」の施行について（通知） 

 

 昭和 23年制定の旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対する一時金

の支給に関し必要な事項等を定めた「旧優生保護法に基づく優生手術等を受け

た者に対する一時金の支給等に関する法律（平成 31 年法律第 14 号）」に規定さ

れている一時金の支給の請求期限を５年延長する「旧優生保護法に基づく優生

手術等を受けた者に対する一時金の支給等に関する法律の一部を改正する法律」

（令和６年法律第 12 号。以下「法」という。）が令和６年４月５日に成立し、本

日施行されたところである。本法の内容は下記のとおりであるので、御了知の上、

都道府県におかれては、管内市町村にも周知して頂くようお願いする。 

 

記 

 

第１ 一時金の支給の請求期限の延長 

  一時金の支給の請求の期限が令和６年４月 23 日（施行日から５年を経過す

る日）までとなっているところ、これを５年延長し、令和 11 年４月 23 日 （旧

優生保護法に基づく優生手術等を受けた者に対する一時金の支給等に関する

法律の施行の日（平成 31 年４月 24 日）から起算して 10 年を経過する日）ま

でとすること。     

 

第２ 施行期日 

   この法律は、公布の日から施行すること。 

       

 

以上 
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